
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
宮
城
県
石
巻
圏
域
の
高
校
、
企
業
、
法
人

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
人
材
育
成
と
活
性
化
を
目
指
す
「
高
大

産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
３
月

発
行
の
本
誌
で
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
に
よ
る
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
参
画
が
あ
り
、
本
学
と
高
校
が
連
携
し
、「
観

光
振
興
」、「
復
興
状
況
の
発
信
」、「
地
域
住
民
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
研
究
」
な
ど
、
五
つ
の
テ
ー
マ
に
即
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
石
巻
工
業
高
校
と

の
連
携
に
よ
る
二
つ
の
テ
ー
マ
を
紹
介
す
る
。

１　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

地
域
振
興

　

石
巻
工
業
高
校
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
音
声
合
成
ソ
フ
ト
を
活

用
し
た
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
作
製
し
、
地
域
の
観
光
や
復
興

状
況
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活
用
し
て
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択・

表
示
し
、
音
声
に
よ
っ
て

案
内
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
、

地
域
情
報
の
発
信
に
応
用
し

て
き
た
。
ウ
ェ
ブ
翻
訳
サ
ー

ビ
ス
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
へ
の
対
応
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

実
際
の
活
動
で
は
、
高
校

生
が
地
域
情
報
の
取
材
、
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、
ア
プ
リ

の
開
発
を
行
っ
た
。
大
学
は
、

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
地
域
振
興

［
石
巻
専
修
大
学
］

佐
々
木
慶
文
●
石
巻
専
修
大
学
理
工
学
部
准
教
授

《
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）編
》

地域情報発信アプリ「石巻市観光案内掲示板」
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高
校
側
の
主
体
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
テ
ン
プ

レ
ー
ト
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
な
ど
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

写
真
は
２
０
１
８
年
度
に
開
発
し
た
ア
プ
リ
「
石
巻
観
光
案
内
掲

示
板
」
で
あ
る
。
石
巻
の
食
や
観
光
の
情
報
を
日
、
英
、
中
の
３

カ
国
語
で
発
信
す
る
。
本
年
度
は
、
防
災・

減
災
情
報
コ
ン
テ
ン

ツ
の
作
成
と
ア
プ
リ
の
開
発
を
計
画
し
て
い
る
。

２�　

複
数
台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
に
よ
る�

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
活
用

　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
高
度
な
音
声
認
識・
会
話
機
能
を
活
用
す
れ

ば
、
複
数
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
が
対
話
す
る
新
た
な
対
話
交
流
を

提
案
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
に
基
づ
き
、
そ
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
や
教
育・

福
祉
分
野
へ
の
応
用
を
研
究
す
る
こ
と
が

テ
ー
マ
で
あ
る
。
研
究
色
が
強
い
こ
と
や
、
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
を

扱
う
人
材
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

高
校
と
大
学
と
が
共
同
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
昨
年
度
ま
で
に
二

台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
会
話
の
掛
け
合
い
を
行
う
テ
ン
プ
レ
ー
ト

ア
プ
リ
を
開
発
し
た
が
、
現
段
階
で
は
、
掛
け
合
い
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御
に
よ
り
疑
似
的
に
実
現
し
て
い
て
、
最
終
的
に
は
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
が
備
え
る
音
声
認
識・

会
話
機
能
を
駆
使
し
て
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
本
年
度
は
低
年
齢
層
向
け
教
育
ア
プ
リ
の
開

発
を
計
画
し
て
い
る
。

３　

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
人
材
育
成
効
果

　

こ
れ
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
は
、
理
工
学
部
情

報
電
子
工
学
科
の
卒
業
研
究
生
で
あ
っ
た
。
将
来
、
情
報
系
の
分

野
で
活
躍
す
る
学
生
が
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
本
格
的
に
か
か
わ
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
極
め
て
幸
運

で
あ
っ
た
。
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
は
講
義
や
実

験
か
ら
得
ら
れ
る
が
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
よ
う
な
最
先
端
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
触
れ
る
機
会
は
滅
多
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
高

大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化
と
い
う
視
点

か
ら
、
実
社
会
に
お
け
る
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
効
果
的
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
こ
と
は
、
単
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
触
れ
る
以
上
の
人
材
育
成
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活
用
し
た
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
人
材
育
成
効
果
に
つ
い
て

述
べ
た
。
今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た

知
見
を
大
学
教
育
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

Ａ
Ｉ
活
用
人
材

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
世
界
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
社
会
構
造
や
働
き

方
に
も
急
激
か
つ
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
は
、
教
育・

研
究
機
関
で
あ
る
大
学
の
使
命
の
一
つ
で
も
あ
る
。
関
西
学
院
大

学
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
認
識
の
下
、
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
の
一
つ
と

し
て
知
名
度
の
高
い
〝
Ｗ
ａ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
〟
を
擁
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
、
人
材
育
成
や
産
学
連
携
を
含
む
総
合
的

な
取
り
組
み
を
行
う
た
め
の
包
括
的
な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２

０
１
７
年
９
月
に
開
始
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
Ａ
Ｉ
に

関
す
る
基
盤
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
に
関
わ
る
人
材
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
研
究
開
発
す
る
「
Ａ
Ｉ

研
究
開
発
者
」、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
現
場
の
課
題
を
解
決
し
た

り
新
サ
ー
ビ
ス・

新
製
品
を
作
り
出
し
た
り
す
る
「
Ａ
Ｉ
ユ
ー

ザ
」、
そ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
ユ
ー
ザ
に
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

「
Ａ
Ｉ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
い
ま
や
多
く
の
企
業
が
Ａ
Ｉ

技
術
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
人
材
需
要
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
は
Ａ
Ｉ
ユ
ー
ザ
お
よ
び
Ａ
Ｉ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

本
学
で
は
、「
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
知
識
を
持
ち
、

さ
ら
に
そ
れ
を
企
業
活
動
や
経
営
な
ど
に
活
用
し
て
、
現
実
の
諸

問
題
を
解
決
で
き
る
能
力
を
有
す
る
人
材
」
を
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
」

と
定
義
し
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
設
定
し
た
。

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
は
主
に
Ａ
Ｉ
ユ
ー
ザ
や
Ａ
Ｉ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

対
応
し
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

２　

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

本
学
が
２
０
１
９
年
４
月
に
開
講
し
た
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
系
理
系
に
関
係
な
く
全
学
部
の
学
生
が
受
講
で

き
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
部
で
10
科
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
入
門
」
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
と
し
て
社
会
で
活
躍
す

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
育
成

［
関
西
学
院
大
学
］

巳
波 
弘
佳
●
関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
理
工
学
部
教
授

《
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）編
》
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る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
産
業
構
造
の
変
化
や
今
後
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

な
ど
社
会
的
背
景
に
関
す
る
知
識
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
関
す
る
基
礎
知
識
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
導
入
演
習
Ａ
、
Ｂ
」
は
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
技
術
の
修
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。
言
語

解
析・

音
声
認
識・

画
像
／
動
画
解
析
Ａ
Ｉ
技
術
や
、
こ
れ
ら
の

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
た
め
の
実
践
的
な
方
法
も
学
ぶ
。

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
実
践
演
習
Ａ
」
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ブ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
必
要
な
技
術
の
修
得
を
目
的
と
し
て

い
る
。
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
作
の
仕
組
み
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
、
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
学

ぶ
。「
Ａ
Ｉ
活
用
実
践
演
習
Ｂ
」
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
基
盤
技
術
で
あ
る

機
械
学
習
や
深
層
学
習
に
関
す
る
知
識
の
修
得
を
目
的
と
し
て
い

る
。「
Ａ
Ｉ
活
用
実
践
演
習
Ｃ
」
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ブ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に

関
す
る
技
術
の
修
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
、Ⅱ
」
で
は
、Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す

る
基
礎
知
識
の
ほ
か
に
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、デ
ー
タ
解
析
結
果
を
適
切

に
伝
達
す
る
た
め
の
手
法
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
活
用
発
展
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
」
で
は
、
企
業・

自
治
体
な
ど
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
で
き
る
能
力
の
修
得
を
目

的
と
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解

い
て
課
題
を
分
析
し
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
、
付
加
価
値
の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
設
計
し
て
提
案

す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
を
行
う
。

３　

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
活
躍

　

関
西
学
院
が
２
０
１
８
年
３
月
に
発
表
し
た
将
来
構
想 

〝K
w

ansei Grand Challenge 2039

〟
で
は
、「
強
さ
と
品
位
」

「
真
に
豊
か
な
人
生
」「
質
の
高
い
就
労
」
を
掲
げ
て
い
る
。
本
学

の
学
生
は
、
自
ら
の
志
す
進
路
へ
踏
み
出
し
、
自
ら
の
人
生
を
切

り
開
く
た
め
に
必
要
な
知
識・

能
力・

資
質
を
卒
業
ま
で
に
し
っ

か
り
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
は
避
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
よ
り
良
い
社
会
を
率
先
し
て
築
け
る
人
間

と
し
て
「
真
に
豊
か
な
人
生
」
を
送
る
た
め
に
も
、こ
の
Ａ
Ｉ
活
用

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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